
批
評
・
紹
介

策
彦
入
明
記
の
研
究

牧

著

諦

亮

回

A
5
版
・
上
巻
三
九
六
頁
附
圏
一
枚
・
下
巻
三

四
七
頁
・
索
引
一
一
一
良
・
上
巻
昭
和
三
十
年
十

月
・
下
谷
昭
和
三
十
四
年
三
月
・
法
蕨
館
夜
行
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天
穏
寺
第
頭
妙
智
院
に
は
、
同
院
三
世
策
彦
周
良
が
天
文
年
間
遣
明
船
の
副

使
及
び
正
使
と
し
て
雨
度
明
園
へ
渡
航
し
た
閥
係
か
ら
、
策
彦
自
身
の
渡
航
記

録
を
は
じ
め
室
町
時
代
の
日
明
関
係
に
つ
い
て
の
重
要
史
料
を
多
数
俸
蔵
し
て

い
る
。
澄
明
船
を
中
心
と
し
た
文
献
と
し
て
、
瑞
渓
周
鳳
の
善
隣
圏
賓
記
の
よ

う
な
編
書
も
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
直
接
的
な
記
録
と
し
て
は
、

享
徳
二
年
東
洋
允
掛
障
を
正
使
と
し
た
遺
明
船
の
記
録
で
あ
る
笑
雲
の
「
入
唐
記
」
、

南
海
遁
記
所
収
の
天
文
十
六
年
の
策
彦
正
使
の
澄
明
船
に
射
す
る
「
渡
唐
船
法

度
篠
A

」
な
ど
二
、
三
を
除
い
て
は
蛍
時
の
公
卿
・
僧
侶
・
武
家
の
日
記
・
文

書
中
よ
り
断
片
的
な
も
の
を
採
集
す
る
ほ
か
は
な
い
。
従
っ
て
妙
相
官
院
所
臓
の

史
料
を
除
外
し
て
は
殆
ん
ど
潰
明
船
の
問
題
な
ど
を
論
究
す
る
こ
と
は
思
い
も

よ
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

牧
田
氏
は
昭
和
二
十
二
年
以
来
、
妙
智
院
の
記
録
類
の
書
寓
校
訂
と
、
策
彦

を
中
心
と
す
る
研
究
と
に
従
事
し
、
そ
の
成
果
を
昭
和
三
十
年
十
月
に
上
巻
と

し
、
同
三
十
四
年
三
月
に
下
谷
と
し
て
公
刊
し
た
。

即
ち
上
巻
に
は
次
の
如
く
妙
智
院
所
蔵
の
記
録
類
を
収
め
る
。

一

、

策

彦

和

向

初

渡

集

二

、

策

彦

和

向

再

渡

集

三

、

謙

驚

南

遊

集

四

、

渡

唐

方

進

貰

物

諸

色

注

文

五
、
策
彦
和
向
一
番
渡
唐
・
二
番
渡
唐
六
、
大
明
譜

七

、

騨

程

銭

入

、

闘

相

南

北

雨

京

路

程

九
、
於
定
海
井
由
郡
山
下
行
債
銀
帳
一

O
、
園
通
俄
摩

一

一

、

陳

白

・

小

田

向

一

二

、

雑

録

二
二
、
大
明
別
副
井
商
圏
勘
合
一
四
、
戊
子
入
明
記

一

五

、

壬

申

入

明

記

二

ハ

、

補

遺

右
の
内
、
策
彦
入
明
の
直
接
の
記
録
と
し
て
は
、
一
、
二
、
四
、
五
、
六
、

九
な
ど
で
、
こ
の
ほ
か
三
は
爾
度
の
入
明
時
に
策
彦
が
詠
ん
だ
詩
を
入
明
記
等

よ
り
後
人
が
集
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
七
は
寧
波
よ
り
北
京
ま
で
の
騨
名
・
里

程
を
記
し
、
か
つ
名
勝
・
風
物
に
つ
い
て
も
注
記
し
て
お
り
、
寧
波
で
陽
園
の

船
を
待
機
中
、
嘉
靖
十
九
年
小
春
初
五
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

二
二
、
一
四
、
一
五
は
策
彦
が
渡
航
に
蛍
っ
て
先
例
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
明

地
に
お
け
る
行
動
、
明
の
官
僚
と
の
折
衝
等
に
参
資
す
る
た
め
、
以
前
の
遺
明
!

船
関
係
の
記
銭
類
よ
り
抄
出
さ
せ
た
も
の
で
、
殊
に
一
五
壬
申
入
明
記
の
如
き

は
策
彦
の
自
筆
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
一
二
、
一
六
は
明
の
文
人
等
が

策
彦
に
輿
え
た
法
行
そ
の
他
の
詩
文
類
で
あ
る
。

さ
て
こ
れ
ら
の
記
録
類
は
、
明
治
十
八
年
修
史
局
に
お
い
て
影
寓
し
、
影
潟

本
は
現
在
東
大
史
料
編
纂
所
に
臓
置
さ
れ
て
い
る
が
、
大
正
十
一
年
六
月
、
大

日
本
併
数
全
書
遊
方
停
叢
書
第
四
の
内
に
そ
の
大
部
分
は
収
載
刊
行
さ
れ
た
。

即
ち
初
渡
集
・
再
渡
集
の
ほ
か
、
入
明
諸
要
例
と
し
て
、
前
述
の
番
競
数
字
を

も
つ
で
記
せ
ば
一
四
、
一
三
、
四
、
五
、
六
を
収
め
、
ま
た
妙
智
院
文
書
抄
の
・

題
目
下
に
迭
行
等
の
関
係
文
書
の
一
部
を
集
め
て
い
る
。
さ
ら
に
入
明
記
巻
初

事
文
集
記
と
題
し
て
、
初
波
集

・
再
渡
集
の
巻
初
に
記
し
た
備
忘
記
を
集
載
し

- 97-
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た
。
な
お
、
綴
史
籍
集
覚
第
一
加
に
は
、
一
四
、
五
、
九
、
七
が
収
載
さ
れ
て

い
る
が
、
不
完
全
で
ま
ま
省
略
さ
れ
て
い
る
。

大
日
本
例
数
全
書
本
は
主
と
し
て
史
料
編
纂
所
影
潟
本
を
底
本
と
し
て
、
厳

密
に
原
本
と
照
合
さ
れ
て
い
な
い
。
い
な
、
殆
ん
ど
原
本
と
の
封
校
は
省
略
さ

れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
牧
田
氏
の
刊
本
が
、
全
く
原
本
に
よ
っ
た
こ
と
は
そ
の

債
値
を
決
定
的
に
高
か
ら
し
め
る
も
の
と
い
え
る
。
事
賞
、
こ
れ
を
例
数
全
書

本
と
射
殺
し
て
み
る
と
き
、
容
易
に
本
書
の
高
い
信
湿
性
を
見
出
す
こ
と
が
出

来
る
。

こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
諸
記
録
は
、
日
明
交
通
と
い
う
観
黙
よ
り
い
っ
て
、
い

ず
れ
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
就
中
白
眉
と
い
う
べ
き
も
の
は
策
彦
自
筆
の

初
渡
集
・
再
渡
集
で
あ
ろ
う
。
震
は
、
自
分
は
昭
和
三
十
一
年
度
の
大
事
院
演

習
と
し
て
、
幸
い
こ
の
上
巻
が
出
版
さ
れ
た
の
で
、
初
渡
集
の
諸
積
を
も
っ
て

あ
て
た
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
演
習
単
位
の
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
東
洋
史
皐
専
攻

の
竺
沙
雅
章
君
が
「
策
彦
入
明
記
の
研
究
上
に
お
け
る
訂
誤
」
と
題
す
る
一
文

を
提
出
し
た
。
今
、
こ
の
佐
一
沙
君
の
報
告
の
一
部
を
参
資
し
、
自
分
の
気
付
い

た
二
、
=
一の
勲
を
添
え
て
、
訂
誤
に
つ
い
て
若
干
の
意
見
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

本
書
で
は
句
貼
は
、
名
僻
を
列
記
す
る
場
合
に
・
を
使
用
す
る
ほ
か
は
、
す

べ
て

o
を
も
っ
て
し
て
い
る
。
そ
こ
で
讃
貼
と
句
黙
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
な

い
か
ら
讃
み
方
に
つ
い
て
判
然
と
し
な
い
よ
う
な
場
合
も
出
て
く
る
こ
と
は
や

む
を
得
な
い
。
ま
た
句
貼
に
つ
い
て
明
ら
か
に
誤
植
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

(
上
段
刊
本
)

例
1
吾
船
泊
三
山
扶
。
候
良
久
不
至
。
司
ハ
一
吾
船
泊
三
山
。
扶
候
良
久
不
至
。

2
其
件
日
開
具
子
別
格
列
位
大
老
大
一
其
件
日
開
具
子
別
格
。
列
位
大
老

人
。
察
生
等
遠
来
之
誠
臥
。

一

大ぃ入
。
察
生
等
遠
来
之
誠
。

3
経
林
中
花
史
・
圏
中
花
。
臥
五
一
経
林
中
花
・
史
菌
中
花
。

4
武
銑
船
頭
池
永
新
兵
衛
・
盛
田
新
左

一
京
競
船
頭
・
池
永
新
兵
衛

・
盛
岡

衛
門
寒
具
o
E
O
一

一

一

新
左
衛
門
来
賀
。

次
に
上
奏
文
な
ど
に
見
る
「
内
調
」「
欽
之
」
或
は

「除
外
」
等
の
語
の
使

用
の
場
合
に
、
句
貼
が
適
切
で
な
い
こ
と
が
往
々
に
あ
る
。

例
1
抄
蒙
欽
道
提
刑
按
祭
司
副
使
底
老
骨
骨一

一
抄
蒙
欽
道
提
刑
按
察
司
副
使
鹿
老

牌
面
内
。
開
本
日
二
十
二
日
。
五
O
一
傘
牌
面
。
内
開
。
本
日
二
十
二
日
。

頁

一

2
只
照
常
例
。
賞
給
欽
此
。
欽
遵
擬
合

一
只
照
常
例
賞
給
。
欽
此
欽
遜
擬
合

就
行
。
矯
此
除
外
。
所
様
。
Ir--
七
一
就
行
。
第
此
除
外
。
所
援
。

誤
字
、
股
字
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
或
は
こ
れ
は
多
く
単
な
る
誤
植
で

あ
ろ
、
っ
と
思
う
が
、
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例
1
陰
此
海
不
望
波
。
問
問

。
一一一
一

2
園
予
者
三
盤
。葉
決
勝
者
二
盤

四
頁

。
二

0
0

3
風
北
。
故

出

船

頁

4
叉
潮
候
工
一
一

O

5
現
存
者
五
。
初
頭
者
而
止

o
t
五
五

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
錯
誤
乃
至
誤
植
の
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
種
の
刊
行

物
に
は
菟
れ
難
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
決
し
て
著
者
を
責
む
ん
き
こ
と
で
な
い
。

た
だ
、
右
の
よ
う
な
事
例
は
こ
の
ほ
か
に
も
多
少
見
出
さ
れ
る
が
故
に
、
他
日

重
版
の
際
で
も
訂
誤
を
加
え
ら
れ
た
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

下
巻
で
は
妙
智
院
所
蔵
記
録
に
基
く
策
彦
を
主
と
す
る
研
究
が
第
一
章
よ
り

第
六
章
ま
で
を
占
め
、
第
七
章
は
漂
海
鍛
三
巻
の
撰
者
催
涛
の
停
記
と
漂
海
銀

稔
此
海
不
揚
波
。

園
恭
者
三
盤
。
予
決
勝
者
二
盤
。

風
北
。
故
不
出
船
。

叉
候
潮
候

消
奔
者
五
。
初
頭
者
三
而
止
。
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の
解
読
と
に
あ
て
ら
れ
、
最
後
に
漂
海
銀
を
収
載
し
て
い
る
。

第
一
章
、
第
二
章
は
策
彦
の
停
記
で
、
細
川
氏
の
老
臣
井
上
宗
信
の
第
三
子

に
生
れ
た
策
彦
が
、
永
正
六
年
十
二
月
鹿
苑
寺
に
て
心
翁
等
安
の
門
に
投
じ
、

同
十
五
年
に
等
安
が
妙
智
院
に
住
し
て
天
龍
寺
を
賛
す
る
に
及
ん
で
、
策
彦
も

こ
れ
に
従
い
、
妙
智
院
に
て
剃
髪
戒
を
受
け
、
二
十
二
歳
で
師
を
失
っ
た
。
大

内
義
隆
の
請
を
・
つ
け
て
そ
の
主
宰
し
た
天
文
爾
度
の
遺
明
船
の
役
者
と
な
り
、

初
渡
は
博
多
新
筆
院
の
湖
心
碩
鼎
の
副
と
し
て
、
再
渡
に
は
策
彦
自
身
が
正
使

と
し
て
、
幾
多
の
曲
折
を
経
て
そ
の
任
を
果
し
た
。
曲
師
園
後
は
彼
の
盤
春
は
大

い
に
揚
り
、
弘
治
元
年
ご
ろ
武
田
信
玄
の
懇
請
に
よ
り
一
か
年
ほ
ど
甲
斐
に
赴

き
、
そ
の
後
上
洛
し
た
織
田
信
長
も
彼
を
遇
す
る
こ
と
甚
だ
篤
き
も
の
が
あ
っ

た
。
し
か
し
彼
は
謙
驚
雑
稿
を
通
じ
て
観
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
山
に
静
居
し
て

揮
を
た
し
な
み
聯
句
に
耽
け
る
境
涯
を
喜
ん
だ
よ
う
で
、
天
正
七
年
六
月
晦
日

妙
智
院
に
残
し
て
い
る
。
本
書
に
は
彼
の
生
涯
が
詳
細
に
考
記
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
そ
の
法
系
を
論
じ
て
法
曾
孫
蘭
室
玄
森
の
擦
に
な
る
「
前
住
因
究
策
彦

良
静
師
行
質
」
を
附
載
し
て
い
る
。

室
町
後
期
の
透
明
船
に
つ
い
て
は
、
細
川
・
大
内
雨
氏
が
そ
の
獲
得
を
争
っ

た
こ
と
は
有
名
な
事
賓
で
あ
る
。
細
川
氏
に
由
縁
の
深
い
出
自
の
策
彦
が
、
却

っ
て
大
内
氏
の
船
の
副
使

-
E使
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
牧
田
氏
は
策
彦

が
最
も
思
願
を
蒙
っ
た
細
川
高
園
の
夜
後
は
細
川
氏
の
勢
力
い
よ
い
よ
分
裂
し

京
師
騒
擾
に
陥
っ
て
、
細
川
の
蛍
主
晴
元
は
策
彦
な
ど
相
手
に
せ
ず
、
一
方
博

多
の
碩
鼎
が
正
使
に
選
ば
れ
、
碩
鼎
は
か
ね
て
道
交
の
深
い
策
彦
に
事
質
上
の

正
使
の
笈
務
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
こ
の
牧
田
氏
の
見
解
は
頗

る
肯
繁
に
あ
た
る
も
の
で
、
賛
成
で
あ
る
。
そ
の
他
、
寧
波
よ
り
北
京
ま
で
沿

途
の
絞
述
に
つ
い
て
は
、
蘇
州
虎
丘
塔
・
寒
山
寺
・
大
運
河
以
下
の
寓
員
を
添

え
、
ま
た
牧
田
氏
自
身
が
戦
前
職
後
に
踏
査
し
た
個
所
も
多
い
の
で
、
頗
る
生

彩
あ
り
自
分
に
は
興
味
深
く
か
っ
有
金
で
あ
っ
た
。

第
三
章
は
策
彦
入
明
記
の
系
譜
と
題
し
、
初
渡
集
・
再
渡
集
そ
の
他
の
潟
本

の
流
惇
及
び
併
敬
全
書
本
に
つ
い
て
解
読
す
る
。
第
四
章
五
山
文
皐
史
上
の
策

彦
は
、
策
彦
の
本
領
は
聯
句
類
に
あ
る
と
し
て
、
策
彦
が
江
心
承
叢
と
天
穏
寺

山
内
で
九
千
句
を
唱
和
し
た
も
の
に
、
入
明
の
と
き
寧
波
第
一
の
文
人
盤
解
元

の
序
文
を
得
た
城
西
聯
句
を
解
説
し
、
ま
た
近
時
京
都
莱
書
態
で
見
出
さ
れ
た

と
い
う
永
緑
十
二
年
五
月
廿
三
日
の
目
附
の
あ
る
漢
和
聯
句
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
漢
和
聯
句
は
呈
村
紹
巴
と
策
彦
と
が
五
十
句
ず
つ
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。

策
彦
が
爾
度
の
入
明
に
、
回
悶
輿
或
は
購
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
し
た
中
図
書
籍
は
、

極
め
て
多
数
で
あ
っ
た
と
は
い
わ
れ
ぬ
が
、
そ
の
中
に
併
奥
と
い
う
べ
き
も
の

は
一
つ
も
な
い
こ
と
を
牧
田
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
様
に
策
彦
は
寧

波
・
北
京
或
は
沿
途
の
名
山
古
剰
を
多
く
訪
ね
て
い
る
が
、
そ
れ
は
い
わ
ば
観
一

覧
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
絡
徒
と
の
数
義
信
仰
上
の
交
り
と
い
う
も
の
は
な
い
。
四

こ
れ
は
彼
が
非
常
な
憧
僚
と
怒
恕
と
を
も
っ
て
積
極
的
に
中
園
の
文
人
に
接
し
一

た
こ
と
と
封
比
さ
れ
る
。

第
五
章
策
彦
入
明
記
に
あ
ら
わ
れ
た
明
併
教
に
お
い
て
は
、
著
者
の
些
か
な

併
数
史
の
智
識
を
背
景
と
し
て
、
策
彦
が
訪
れ
た
諸
山
、
例
え
ば
寧
波
!の
補
陀

毛
・
延
慶
寺
・
天
寧
寺
、
杭
州
の
保
倣
塔
、
姑
蘇
域
外
の
寒
山
寺
、
鎮
江
の
金

山
龍
務
調
仲
寺
以
下
の
策
彦
の
記
事
の
解
説
と
、
寺
侍
や
縁
起
が
添
-記
さ
れ
て
い

る
。
策
彦
は
、
こ
れ
ら
の
諸
山
に
つ
い
て
堂
塔
伽
藍
の
様
子
ゃ
、
安
置
さ
れ
た

併
像
名
ゃ
、
さ
て
は
堂
内
の
封
聯
・
扇
額
類
、
或
は
碑
石
や
壁
聞
の
僻
勾
に
至

る
ま
で
、

寅
に
丹
念
に
記
録
し
て
い
る
。
し
か
も
信
院
の
制
度
や
組
織
、
或
は

寺
の
経
替
問
題
な
ど
に
は
殆
ん
ど
関
心
を
示
さ
な
い
。
こ
れ
ら
の
貼
は
措
く
と

し
て
も
数
義
や
信
仰
上
の
問
題
に
つ

い
て
積
極
的
に
求
め
よ
う
と
し
な
い
の
は

不
思
議
と
思
わ
れ
る
ほ
と
で
あ
る
。



治
明
船
は
朝
寅
船
と
し
て
定
ま
っ
た
儀
曜
と
そ
れ
に
示
さ
れ
て

い
る
い
わ
ば

使
命
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
寅
質
的
な
主
目
的
は
貿
易
の
利
で
あ
る
。
そ
し
て

限
定
さ
れ
た
日
限
内
に
、
限
定
さ
れ
た
行
動
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
果
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

栄
元
時
代
、
ま
た
は
極
く
明
の
初
期
に
か
け
て
の
時
代
、
中
閣
に
渡
っ
た
静

慣
は
数
年
乃
至
十
年
、

二
十
年
の
長
期
に
亙
り
彼
地
に
滞
留
し
た
も
の
が
多
い
。

室
町
中
期
以
後
、
い
わ
ゆ
る
五
山
文
撃
と
い
う
も
の
も
全
く
衰
退
し
た
と
い
わ

れ
る
。
詩
文
の
形
式
的
な
模
倣
や
、
俳
句
の
智
識
と
し
て
の
累
積
が
主
と
な
っ

て
き
た
の
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
捧
尾
の
五
山
文
摩
を
代
表
す
る

と
い
わ
れ
る
策
彦
も
「
生
硬
粗
雑
」
で
あ
る
と
、
五
山
文
同
学
史
稿
の
著
者
北
村

淳
士
口
氏
は
酷
評
し
て
い
る
。
策
彦
助
一
寸
の
入
明
に
お
い
て
、
折
角
名
山
大
剰
を
歴

遊
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
上
劉
観
光
の
域
に
止
ま
り
、
ま
た
彼
地
の
文
人
と
の
交

友
と
い
っ
て
も
雨
三
回
の
筆
談
や
、
一
、
二
の
詩
文
の
交
換
に
過
ぎ
な
か
っ
た

こ
と
も
止
む
を
得
な
い
と
い
う
，へ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
彼
等
は
中
関
節
り
と

し
て
大
い
に
倣
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
室
町
季
世
の
五
山
文
事
や
五
山
の
宗
教

的
活
動
の
性
格
も
、
ま
た
こ
れ
に
通
う
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
深
海
銀
三
径
は
、
櫨
描
仰
が
済
州
島
よ
り
成
化
二
十
四
年
正
月
全
羅
道

に
赴
か
ん
と
し
掘
削
江
南
部
に
漂
流
し
、
つ
い
で
大
運
河
を
経
て
北
京
に
上
っ
た

顛
末
を
記
し
た
も
の
で
、
策
彦
よ
り
約
五
十
年
前
、
同
じ
行
程
を
と
っ
た
記
録

で
あ
る
。
山
健
一
叫
が
北
京
を
渡
し
京
城
近
く
車問
坂
騨
に
達
し
た
と
き
李
朝
成
宗
の

命
で
深
流
中
の
一
一
行
四
十
三
人
の
日
鍬
を
撰
集
し
た
の
で
、
宣
宗
二
年
に
至
っ

て
公
刊
さ
れ
た
。
陽
明
文
庫
所
臓
の
右
の
朝
鮮
刊
本
等
に
よ
っ
て
印
刷
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
策
彦
の
記
鍬
と
針
比
す
る
こ
と
が
出
来
る
。(
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こ
の
書
は
サ
l
ラ
叢
書
の
第
十
一
加
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
叢
書
の
企

霊
自
憶
が
、
最
初
か
ら
著
者
に
針
し
て
執
筆
上
の
一
種
の
わ
く
を
課
し
て
い
る
。

そ
れ
は
新
し
い
研
究
の
内
容
を
盛
り
な
が
ら
、
卒
回
初
で
興
味
深
い
読
み
物
と
な

る
よ
う
に
、
と
い
う
要
求
で
あ
る
。
讃
者
は
先
ず
こ
の
こ
と
を
承
知
し
た
上
で
、

こ
れ
を
批
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
要
求
を
充
分
に
満
足
さ
せ
る
こ
と

は
、
決
し
て
容
易
な
業
で
は
な
く
、
そ
こ
に
著
者
の
苦
心
も
あ
れ
ば
、
読
者
の

異
見
も
存
す
る
こ
と
と
思
う
が
、
し
か
し
こ
の
目
標
自
慢
は
、
現
代
の
要
諦
に

即
し
た
正
賞
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
私
の
議

後
感
と
し
て
は
、
こ
の
書
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
可
な
り
成
功
し
た
好
著
で

あ
っ
て
、
著
者
の
傍
を
多
と
し
た
い
。

著
者
は
斯
事
の
新
鋭
で
、
研
究
の
面
に
お
い
て
は
近
年
最
も
旺
盛
な
活
動
を

つ
づ
け
て
い
る
一
人
で
あ
る
。
も
と
よ
り
本
書
に
お
い
て
は
、
こ
の
叢
書
の
性

質
か
ら
来
る
制
約
も
あ
っ
て
、
未
だ
必
ず
し
も
重
厚
深
遠
な
研
究
を
望
み
得
な

い
が
、
筆
端
に
清
新
の
焦
が
溢
れ
、
活
気
あ
る
卒
明
な
叙
述
が
よ
ど
み
な
く
進

行
し
て
い
る
の
が
嬉
し
い
。

次
に
説
者
は
、
中
園
哲
皐
界
の
現
状
に
照
し
て
、
こ
の
テ

1
7
の
取
り
上
げ

方
や
扱
い
方
が
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
大
略
把
揮
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
現
代
の
中
園
哲
撃
研
究
が
、
少
く
と
も
そ
の
第
一
線
に
お
い
て
は
、

既
に
完
全
に
漢
撃
の
嘗
套
を
打
破
し
て
新
し
い
分
野
に
切
り
込
ん
で
い
る
こ
と
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